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年度 主な展開
平成27(2015)年度 「松前町助け合い隊養成講座」開設；地域課題を考え、出来る活動を考え、

実践する人材（担い手）育成
平成28(2016)年度 制度理解と目指す地域像のイメージ統一；大づかみ勉強会の開催、岡田校

区第２層協議体スタート
平成29(2017)年度 地域情報共有の土台作り；松前校区第２層協議体スタート、第２層協議体

連絡会の開催、北伊予校区第２層・第１層協議体スタート
平成30(2018)年度 第２層協議体ごとの助け合い活動に向けた準備期；地域情報の「視える化

(白地図の活用)」、困りごとやできそうなことのﾏｯﾁﾝｸﾞとﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ
平成31
(令和元；2019)年度

各校区の特色ある取り組みの本格的な地域への展開と、「担い手」や「応
援隊」を地域に増やす取り組みへ（予定）

要旨
当町では平成27年度から生活支援体制整備事業において、住民主体の助け合い創出に向けた取り
組みを開始した。現在までの展開について、第２層協議体の活動を中心に報告する。

年度別の展開

第２層協議体の助け合い活動創出に向けた取り組み

地域情報の共有を
茶話会形式で開始

地域情報を可視化する、白地
図にシールを貼る等社会資源
をマッピング

１行政区での互助に
よる助け合い活動
「ちょこっとお助け隊」
チラシ作成、サロンで
のニードの聞き取り

買い物支援のため
移動スーパーのメー
カーとの話し合い

①岡田校区

愛媛県松前町における助け合い活動創出に向けた取り組み
〇平井栄理子1）、門屋隆文2）、奥村栞2）

１）愛媛県松前町保健福祉部健康課地域包括支援センター係
２）社会福祉法人松前町社会福祉協議会地域支援課地域福祉係

社会資源
のマッピング
による校区
の視える化
から開始。
子供の登
下校見守
り支援や買
い物支援
を検討。

浸水被害を機に、一人ひとりができる減災対策アプ
ローチへ。減災対策を普及啓発するため、対策を検
討・デモストし、媒体を作成。サロン等への啓発へ。

非常持ち出し品 

 

 

必ず持ち出す必要があるもの‥‥身を守るために必要なもの、 自分がだれかわかるもの等を、  

最低限、 出来るだけ軽く なるよう に。  

 

① 非常持ち出し袋        ②保険証           ③お薬手帳 

一般のリ ュッ ク等、 両手が空く もの  コピーで可        コピーで可 

氏名・ 住所・ 連絡先等を書いておく 。             お薬の説明書等の常用薬が分かるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④連絡先の分かるもの           ⑤免許証             ⑥通帳 

 家族、 親戚等の非常時の連絡先      コピーで可      コピーで可 番号が分かる様に 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦普段飲んでいる薬            ⑧予備のメガネ         ⑨ホイッスル 

                               大声を出さないで、 人を呼べる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩スマホ・携帯電話の充電器      ⑪スマホ・携帯電話     ⑫小銭 10円玉、100円玉 

                                 公衆電話、 自販機用 

 

 

 

 

 

 

 

⑬タオル                  ⑭新聞紙             ⑮ポリ袋 

                                45ℓ +小型ポリ 袋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑯ポケットティシュ             ⑰飲料水             ⑱歯ブラシ 

 ド ライ と ウェッ ト の二種類      重たく ない程度   口腔ケアのため、 歯ブラシのみでも可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段ボールと ブルーシート と ポリ 袋を利用した簡易防水 

☆材料 

ブルーシート        段ボール箱         ポリ 袋 45ℓ  厚手 

 

 

 

 

 

 

☆ 家の玄関、 出入り 口のサイズに合ったブールーシート を用意しておく  

 

☆作り 方 

 ①ブルーシート を広げて、 その上に段ボール箱を組み立てる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②ポリ 袋を段ボール箱に入れ、 水を入れる。  

  ポリ 袋は 2 重にしたほう が丈夫になる。  

ポリ 袋に水を入れてから段ボール箱に入れると 重く なってしまう 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ブルーシート を段ボール箱に巻き付ける  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ④完成  ブルーシート の平らな面を家の玄関・ 出入口・ 通気口に押し付けると 、 浸水した水圧で、 ブル

ーシート が建物に押し付けられて、 簡易防水板になり ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤後始末 

  ブルーシート は乾かして保管、 段ボールは紙ごみで再資源化、 水は捨てる。  

 

 

 

 

 

 

 

非常持ち出し品② 

あると良いもの‥‥避難時にあると 便利なもの 

 

① 携帯ラジオ  ‥‥      ②マッチ、ライター        ③ろうそく 

    情報を収集するため                     倒れにく い、 平型が良い 

写真は手回発電式。              

 

 

 

 

 

 

 

 

④懐中電灯                ⑤軍手             ⑥多機能ナイフ 

 手回し発電式や       

 ヘッ ド ライ ト 式が便利 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦予備電池            ⑧油性マーカーペン、メモ用紙   ⑨ガムテープ 

保存期間の長いもの          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩レインコート             ⑪保温シート           ⑫耳栓、アイマスク 

  ゆったり したものを      寒さをしのげる          避難所で眠るため 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬マスク                  ⑭携帯用スリツパ             ⑮ロープ 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑯ラップ                  ⑰水タンク             ⑱携帯用トイレ 

  

 

 

 

 

 

 

 

⑲ 使い捨てショーツ        ⑳カセツトガス ストーブ       ㉑経口補水液 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②松前校区

地域情報マッピン
グ、視える化

コミュニティバスを有効な移動ツールとして活用するため
に現地調査。バス停から始まる魅力発見・発信へ【町
民課による新ふるさとづくり総合支援事業との連携】

③北伊予校区

④第２層連絡会
【目的】それぞれの取り組みの
情報共有や相互助言・協同、
活性化を促す
【効果】町内ネットワークの基
盤固め、人材発掘、各協議
体活動の活性化

愛媛県松前町における助け合い活動創出に向けた取り組み
愛媛県松前町では、平成27年度当初から松前町社協の協力のもと生活支援体制整備事業において、多様な主体の助け合い活動創出に向
けて取り組んでいる。紆余曲折の段階を経て今年度に至っているが、3つの第2層協議体の特色ある取り組み経過を写真付きで報告する。

松前町保健福祉部健康課地域包括支援センター係伊予郡松前町
愛媛県
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